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第
10
回
通
常
総
会

１
．日　

時

　

令
和
５
年
６
月
26
日
㈪

　

午
前
11
時
よ
り

２
．場　

所

　

お
か
や
ま
酪
農
協
本
所
３
階
大
ホ
ー
ル

３
．開　

会

４
．表　

彰

○
功
労
者
表
彰

　

井　

原　

市　

徳　

山　
　
　

彰　
様

○
生
涯
乳
量
表
彰

　

津　

山　

市　

山　

本　

智　

也　
様

　

奈　

義　

町　

松　

原　

敬　

一　
様

○
乳
質
改
善
表
彰

　

真　

庭　

市　

㈲
長
恒
牧
場　
様

　

真　

庭　

市
（
公
財
）中
国
四
国
酪
農
大
学
校

第
二
牧
場　
様

　

真　

庭　

市　

筒　

井　

省　

悟　
様

　

倉　

敷　

市　

三　

宅　

安　

史　
様

　

高　

梁　

市　

鈴　

村　

久　

治　
様

　

真　

庭　

市　

長　

恒　
　
　

充　
様

　

真　

庭　

市
（
公
財
）中
国
四
国
酪
農
大
学
校

第
一
牧
場　
様

　

吉
備
中
央
町　

草　

地　

勝　

弘　
様

　

津　

山　

市　

梶　

岡　

克　

彦　
様

　

真　

庭　

市　

平　

岡　
　
　

牧　
様

　

高　

梁　

市　

上　

森　
　
　

亨　
様

○
牛
群
検
定
表
彰

　

◎
牛
群
の
部

　

・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種

　
　

最
優
秀
賞

　
　
　

岡
山
市　

寺　

見　

知　

子　
様

　
　

優
秀
賞

　
　
　

真
庭
市　

髙　

田　

照　

義　
様

　
　
　

岡
山
市　

㈲
安
富
牧
場　
様

　

・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種

　
　

最
優
秀
賞

　
　
　

真
庭
市　

小　

谷　
　
　

徹　
様

　
　

優
秀
賞

　
　
　

真
庭
市　

平　

岡　
　
　

牧　
様

　

◎
個
体
の
部

　

・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種

　
　

最
優
秀
賞

　
　
　

岡
山
市　

㈲
安
富
牧
場　
様

　
　

優
秀
賞

　
　
　

真
庭
市　

㈲
長
恒
牧
場　
様

　

・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種

　
　

最
優
秀
賞

　
　
　

真
庭
市

　
　
　
　
（
公
財
）中
国
四
国
酪
農
大
学
校

第
二
牧
場　
様

　
　

優
秀
賞

　
　
　

真
庭
市　

美　

甘　

正　

平　
様

○
永
年
勤
続
表
彰

　

30
年
勤
続
表
彰

　
　

奥
山　

康
恵
・
入
江　

一
憲

　
　

佐
久
間
和
歌

　

20
年
勤
続
表
彰

　
　

清
水　

正
裕
・
川
口　

権
悟

　

10
年
勤
続
表
彰

　
　

湯
浅　

達
也
・
真
壁　

福
元

５
．出
席
状
況
（
最
終
）

　

正
組
合
員
総
数
（
３
０
５
名
）

　
　

本
人
出
席　
　
　
　

44
名

　
　

委
任
状　
　
　
　
　

７
名

　
　

書
面
議
決　
　

２
０
１
名

　
　

合
計　
　
　
　

２
５
２
名

６
．議
長
団

　

高　

梁　

市　

鍋
島　

公
也　
氏

　

真　

庭　

市　

入
澤　

信
仁　
氏

　

議
長
２
名
よ
り
就
任
の
挨
拶
と
自
己
紹

介
が
あ
り
、
書
記
指
名
の
後
、
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

７
．議　

事

　

鍋
島
議
長
よ
り
、
第
１
号
議
案
「
令
和

４
年
度
事
業
報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
、
注
記
表
及
び
剰
余
金
処
分
案
の

承
認
に
つ
い
て
」、
第
２
号
議
案
「
定
款

の
一
部
変
更
に
つ
い
て
」、
第
３
号
議
案

「
定
款
附
属
書
役
員
選
任
規
程
の
一
部

変
更
に
つ
い
て
」、
第
４
号
議
案
「
規
約

の
一
部
変
更
に
つ
い
て
」、
入
澤
議
長
に

交
代
し
、
第
５
号
議
案
「
令
和
５
年
度
事

業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て
」、
第
６
号
議

案
「
経
費
の
賦
課
に
つ
い
て
、
賦
課
金
の

額
、
賦
課
方
法
、
徴
収
時
期
並
び
に
徴
収

方
法
決
定
に
つ
い
て
」、第
７
号
議
案
「
理

長恒組合長の挨拶

議長団　鍋島公也氏（左）　入澤信仁氏（右）

22023.7月号 2023.7月号

2005.11・12月号 2005.11・12月号



事
及
び
監
事
の
報
酬
の
決
定
に
つ
い
て
」

が
上
程
さ
れ
、
慎
重
な
審
議
の
う
え
第
２

号
議
案
か
ら
第
７
号
議
案
ま
で
は
原
案
通

り
可
決
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

第
１
号
議
案
は
剰
余
金
処
分
案
に
計
上
し

た
出
資
配
当
金
の
表
記
に
誤
り
が
あ
り
、

取
り
下
げ
し
、
再
度
審
議
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
の
中
で
貴
重
な
ご
意
見
・
ご

要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
な
質
問
と

意
見
及
び
回
答
は
次
の
通
り
で
す
。（
勝

手
な
が
ら
要
約
し
て
お
り
ま
す
。
回
答
は

一
部
補
足
説
明
を
加
え
て
お
り
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。）

第
１
号
議
案

津
山
市　

中
山　

勝
詮　
氏

・
１
・
０
％
の
出
資
配
当
と
の
こ
と
だ

が
、
計
上
さ
れ
て
い
る
額
が
少
な
い
の

で
は
。

・
組
合
の
運
営
は
出
資
金
と
販
売
・
購
買

事
業
の
手
数
料
収
入
。
全
組
合
員
対
象

の
出
資
配
当
の
総
額
よ
り
も
特
定
の
組

合
員
へ
の
大
口
出
荷
奨
励
対
策
費
が
多

い
の
は
お
か
し
い
の
で
は
。

奨
励
金
で
）
返
し
て
い
る
の
で
す
か
。

残
り
の
４
，０
０
０
万
円
を
（
出
資
）

配
当
し
て
い
れ
ば
組
合
員
も
納
得
す
る

だ
ろ
う
。

浅
口
市　

野
住　

直
人　
氏

・
今
年
度
、
全
戸
巡
回
を
中
止
す
る
理
由

は
。

・
役
員
に
と
っ
て
、
個
々
の
組
合
員
の
意

見
を
聞
く
こ
と
は
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
り
、
客
観
的
な
組
合
運
営
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

回
答

・
今
後
、
巡
回
を
や
め
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
個
々
の
意
見
は
事
務
所
を
介

し
て
も
回
答
で
き
ま
す
。

・
各
地
区
の
組
合
員
会
議
や
事
務
所
運
営

委
員
会
な
ど
で
、
皆
で
協
議
し
情
報
を

共
有
し
て
い
く
こ
と
で
、
能
動
的
な
組

織
活
動
へ
の
参
画
を
望
ん
で
い
ま
す
。

津
山
市　

梶
岡　

由
嗣　
氏

・
人
口
の
減
少
に
伴
う
将
来
的
な
生
産
抑

制
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
の
か
。

浅
口
市　

野
住　

直
人　
氏

・
特
定
個
人
に
優
位
に
あ
た
る
も
の
。
奨

励
と
は
言
え
な
い
の
で
は
。

回
答

・
３
月
末
の
出
資
金
７
億
２
，６
６
０
万

円
か
ら
、（
３
月
末
ま
で
に
）
脱
退
さ

れ
た
方
の
出
資
金
５
，０
５
７
万
円（
処

分
未
済
持
分
と
し
て
純
資
産
の
部
に
計

上
）
を
控
除
し
た
も
の
に
１
・
０
％
を

乗
じ
て
計
算
し
て
い
ま
す
が
、
源
泉
徴

収
２
割
の
部
分
を
減
じ
て
表
記
し
て
お

り
ま
す
。
な
お
、
期
中
の
増
資
は
積
数

計
算
し
て
い
ま
す
。

・
国
の
規
制
緩
和
で
系
統
外
出
荷
が
明
確

化
さ
れ
ま
し
た
。
全
量
出
荷
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
ギ
ガ
牧
場
か
ら
の
手
数
料
の

ウ
ェ
イ
ト
は
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
、
全
量
出
荷
へ
の
協
力
を

目
指
し
た
交
渉
力
を
持
つ
た
め
に
も
ギ

ガ
対
策
は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

津
山
市　

中
山　

勝
詮　
氏

・
生
乳
販
売
手
数
料
が
６
，０
０
０
万
円

入
っ
て
、
２
，０
０
０
万
円
を
（
大
口

回
答

・
他
地
域
や
系
統
外
の
動
向
に
注
視
し
、

中
央
団
体
と
の
交
渉
や
乳
業
メ
ー
カ
ー

と
の
協
力
で
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
堅
持

し
、
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う

考
え
て
い
ま
す
。

倉
敷
市　

三
宅　

安
史　
氏

・
購
買
事
業
に
計
上
さ
れ
て
い
る
倉
庫
費

用
の
内
容
を
説
明
く
だ
さ
い
。

回
答

・
倉
庫
委
託
費
と
し
て
、
津
山
Ｓ
Ｐ
は

１
，５
０
０
万
円
、
西
大
寺
Ｓ
Ｐ
は
３

　

３
０
万
円
、
び
ほ
く
Ｓ
Ｐ
は
３
３
０
万

円
。
そ
の
他
は
電
話
代
な
ど
の
事
務
費

で
す
。

倉
敷
市　

三
宅　

安
史　
氏

・
び
ほ
く
Ｓ
Ｐ
は
全
酪
連
の
賃
貸
物
件

で
、
全
酪
連
か
ら
運
送
会
社
に
倉
庫
管

理
費
と
作
業
委
託
費
が
支
払
わ
れ
て
い

る
。
お
か
ら
く
か
ら
の
倉
庫
委
託
費
は

必
要
な
の
か
。

回
答

・
４
社
の
集
乳
業
者
に
集
送
乳
を
委
託
し
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て
い
る
。
き
び
じ
酪
農
運
輸
か
ら
経
営

が
非
常
に
厳
し
い
と
の
相
談
が
あ
り
、

理
事
会
で
４
年
度
の
決
算
内
容
を
確
認

し
継
続
支
援
を
決
め
て
い
ま
す
。

倉
敷
市　

三
宅　

安
史　
氏

・
き
び
じ
酪
農
運
輸
の
経
営
の
こ
と
で
な

く
、
倉
庫
費
用
に
つ
い
て
質
問
し
て
い

る
。
倉
庫
費
用
は
赤
字
の
穴
埋
め
に
使

わ
れ
て
い
る
解
釈
で
よ
い
か
。

・
監
事
の
発
言
で
、
き
び
じ
酪
農
運
輸
へ

の
委
託
料
は
実
態
の
な
い
支
払
い
支
出

だ
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
う
思
っ
て
い

る
の
か
。

回
答

・
お
か
ら
く
の
事
業
と
し
て
、
３
６
５
日

各
農
家
の
集
乳
業
務
を
行
う
こ
と
を
約

束
し
て
い
ま
す
。
組
合
と
し
て
全
力
を

尽
く
す
こ
と
が
組
合
の
務
め
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

・
監
事
の
意
見
は
監
事
の
思
い
で
あ
り
、

酪
農
家
に
対
し
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ

う
に
と
の
考
え
で
あ
る
こ
と
を
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

倉
敷
市　

三
宅　

安
史　
氏

・
備
南
地
区
だ
け
倉
庫
が
な
い
が
、
購
買

手
数
料
は
他
地
区
と
同
額
を
払
っ
て
い

る
。
公
平
性
に
欠
け
る
と
の
意
見
が
出

て
い
る
。
今
後
の
手
数
料
や
倉
庫
の
統

廃
合
な
ど
を
教
え
て
ほ
し
い
。

・
備
南
地
区
は
他
地
区
の
Ｓ
Ｐ
か
ら
乾
草

た
り
の
人
件
費
を
３
３
０
万
円
と
し
て
、

津
山
Ｓ
Ｐ
の
酪
友
運
送
に
４
・
５
人
分
、

西
大
寺
Ｓ
Ｐ
の
水
川
運
送
に
１
人
分
、

び
ほ
く
Ｓ
Ｐ
で
１
人
分
の
計
６
・
５
人

分
を
支
払
う
と
い
う
こ
と
か
。

回
答

・
西
大
寺
Ｓ
Ｐ
と
び
ほ
く
Ｓ
Ｐ
に
つ
い
て

は
１
人
分
。
津
山
Ｓ
Ｐ
は
３
人
分
と
リ

フ
ト
等
の
機
械
・
施
設
費
に
な
り
ま
す
。

津
山
市　

中
山　

勝
詮　
氏

・
販
売
事
業
の
生
協
奨
励
対
策
１
，

０
４
３
万
円
は
何
の
助
成
金
か
。

回
答

・
大
阪
市
民
生
協
か
ら
低
温
殺
菌
牛
乳
向

け
生
乳
を
生
産
し
て
い
る
生
産
者
組
合

へ
奨
励
金
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
10

月
か
ら
始
ま
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の

対
応
と
し
て
、
お
か
ら
く
の
収
益
に
計

上
し
、
そ
の
対
価
を
費
用
で
生
産
者
組

合
に
支
払
う
も
の
で
す
。

第
６
号
議
案

　

質
疑
な
し

第
７
号
議
案

　

質
疑
な
し

８
．閉　

会

お
詫
び

　

こ
の
度
は
、
第
１
号
議
案
を
取
り
下
げ

し
、
承
認
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
組

合
運
営
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
詫

び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

今
後
、
再
発
防
止
の
た
め
、
ダ
ブ
ル

チ
ェ
ッ
ク
等
に
よ
り
間
違
い
や
見
落
と
し

を
な
く
す
な
ど
、
日
々
の
業
務
に
お
い
て

も
細
心
の
注
意
を
も
っ
て
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
第
１
号
議
案
は

７
月
21
日
に
開
催
い
た
し
ま
す
臨
時
総
会

で
再
度
の
ご
審
議
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
出
席
賜
り
ま
す
様
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

を
配
達
し
て
も
ら
っ
た
ら
別
途
料
金
を

取
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

回
答

・
備
南
地
区
へ
の
配
送
業
者
を
水
川
運
送

に
変
更
し
、
割
増
料
金
は
中
止
す
る
こ

と
を
決
め
て
い
ま
す
。

第
２
号
議
案

　

質
疑
な
し

第
３
号
議
案

　

質
疑
な
し

第
４
号
議
案

　

質
疑
な
し

第
５
号
議
案

津
山
市　

中
山　

勝
詮　
氏

・
出
資
目
標
額
の
設
定
金
額
の
頭
数
割
り

は
間
違
い
な
い
で
す
か
。
出
資
目
標
設

定
基
準
に（
持
ち
口
数
の
）上
限（
１
，

０
０
０
口
）
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

回
答

・
頭
数
割
に
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
来

年
度
か
ら
上
限
の
１
，０
０
０
口
、
１
，

０
０
０
万
円
を
記
載
い
た
し
ま
す
。

倉
敷
市　

三
宅　

安
史　
氏

・
倉
庫
費
用
は
津
山
Ｓ
Ｐ
が
１
，５
０
０

　

万
円
、
西
大
寺
Ｓ
Ｐ
が
３
３
０
万
円
、

び
ほ
く
Ｓ
Ｐ
が
３
３
０
万
円
。
一
人
当
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「
供
卵
牛
情
報
と
採
卵
計
画（
８
月
分
）」に
つ
い
て

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

　

８
月
の
採
卵
計
画
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
利
用
の
場
合
や
よ
り

詳
細
な
情
報
が
必
要
な
場

合
は
、
最
寄
り
の
家
畜
保

健
衛
生
所
、
受
精
卵
移
植

師
の
方
等
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
能
力
評
価
を
牛

群
検
定
成
績
か
ら
行
う
た

め
、
検
定
参
加
農
家
の
方

を
譲
渡
対
象
と
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
採
卵
予
定
日
や

交
配
予
定
種
雄
牛
は
牛
の

体
調
・
精
液
の
確
保
状
況

等
に
よ
り
、
急
遽
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

願
い
ま
す
。

　

次
回
の
９
月
の
採
卵
は

７
日
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

※
ご
要
望
・
ご
意
見
等
あ

り
ま
し
た
ら
、
畜
産
研

究
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

交配情報 供卵牛の遺伝能力評価等 採卵予定日
♀：ロツクウ　ＡＮＫ　ボラーレ　ＥＴ

８／10

（ボンビ）
1379523800

・ボンビの系統
・非常に高い乳脂量（１％以内）！
・大柄だが、非常に大人しく、飼いやすい！

♂：シーマーズ　ＲＥＮＧＤ　パーフエクト　ＥＴ
（米TPI第３位）

・体型、乳器、肢蹄オール２点越え！大柄な♂
・乳量、脂肪量ともに高い！
・繁殖指数プラス！

♀：ＯＡＣ　ラベール　ラビツシユ　デートライン　ラビー　ＥＴ
（ラベール）
1600872271

・中庸サイズと形の良い乳器
・高い脂肪量と低い体細胞数スコア！
・高い在群能力！

♂：Ｔスプルース　Ｇ　フロストバイト　ＥＴ
	 （ヤングサイア）

・小柄な種雄牛で、健康形質の改良に貢献！
・生産寿命も長く、繁殖指数も〇！
・高い脂肪量！

GEBV
総合指数

産乳

耐久性

疾病繁殖

乳代効果

長命連産効果

2146

1739

423

2%

2%

8%

66% -16

92807
9%

15%
64625

0
20
40
60
80

100

年齢 04-06　体高 164.4㎝　体長 179.4㎝

※GEBV：EBV＋ゲノミックの評価値です。

GEBV
総合指数

産乳

耐久性

疾病繁殖

乳代効果

長命連産効果

2372

1709

601

1%

2%

1%

28% 62

17314
18%

5%
87441

0
20
40
60
80

100

年齢 03-07　体高 149.4㎝　体長 174.9㎝
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　おからく組合員の皆様、また職員の皆様、お初にお目にかかります。全酪連大阪支所酪農課の伊藤宇
宙（そら）と申します。入会５年目で、大阪支所での勤務は１年半程になります。
　大阪支所酪農課は中四国・近畿管内の生乳共販事業と西日本全域の乳製品販売事業を行っており、私
は主に生乳共販業務と会員の皆様へのギフトセットをはじめとする家庭用乳製品のご案内を担当してお
ります。私の担当業務の中では、生乳共販業務で関西の乳業者へ販売する生乳の多くは岡山県産でござ
いますし、ギフトセットのご案内につきましては言わずもがな。おからくの皆様には大変お世話になっ
ております。いつもありがとうございます。
　さて、今回は全酪連ブランドの家庭用乳製品につきまして、商品背景やちょっとした裏話をお話させ
ていただきます。よろしくお願いいたします。
全酪連の商品ラインナップ
　現在全酪連では、『Zenraku Original（ゼンラクオリジナル）シリーズ（スモークチーズ、スライスチー
ズ、とろけるスライスチーズ、６Pチーズ）』『おいしいスモークチーズ（プレーン、ペッパー）』『酪農
家バター』を主力に、『そのままでも美味しい国産シュレッドチーズ』や『ゴーダチーズ』『ぬるチーズ』
など幅広く販売しております。
　現在、バター以外の家庭用乳製品は全て他社に委託して製造しておりますが、弊会商品として安心安
全で美味しい乳製品をお届けすることを一番に考え、原料や製法にこだわる姿勢は変えることなく商品
開発を行っています。この中で新たに発売されたものが、『Zenraku Originalシリーズ（2022年４月）』と『そ
のままでも美味しい国産シュレッドチーズ（2022年12月）』です。
Zenraku Originalシリーズ
　「～酪農への“想い”をつなぐかけはしに～」をテーマに日本の酪
農や乳製品の価値を消費者の方々へ伝えていきたいという想いから開
発された商品です。このシリーズ全ての商品には、「全酪ゴーダチーズ」
をはじめ厳選した原料チーズを配合し、素材の良さをそのまま活かし
て味わい深い、まろやかで食べやすい風味に仕上げました。また、パッ
ケージには、どこか懐かしく親しみの湧く牧場の風景を描き、ロゴマー
クには、私たちの酪農への“想い”がひとつになり、ともに笑顔で生
きる未来をつくりたいという想いが込められています。ちなみに、こ
のシリーズでの私のイチオシは「スモークチーズ」です。「全酪連と
言えばスモークチーズ！」と言われることもあるくらい、多くの方々
に好評いただいている商品になります。国産山桜チップでじっくりと
燻煙した本格派スモークチーズを手軽にお楽しみいただけます。ひと
くちサイズの食べやすいキャンディタイプなので、そのままおやつや
おつまみに食べるのも良いですが、細かくしてサラダやパスタにかけ
たり、おにぎりに混ぜ込んだりなどお料理のアクセントに使用するの
もオススメです。

全酪連乳製品のご紹介
全国酪農業協同組合連合会　大阪支所　酪農課　伊藤 宇宙
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全酪そのままでも美味しい国産シュレッドチーズ
　この商品の特長は「国産100％」「セルロース（結着防止剤）無添加」
そして「加熱しなくてもそのまま食べられること」です。チーズの国
内市場は堅調に推移しており、今後も同様の傾向が見込まれているこ
とに加え、生乳需給調整の観点からも国産チーズの消費拡大を進めて
いく必要があることから、「国産100％」にこだわり開発を開始いたし
ました。
　２つ目の「セルロース（結着防止剤）無添加」について、シュレッ
ドチーズ（ピザなどに使用する短冊形のチーズ）の多くは「くっつき
防止」のためにセルロースが添加されています。セルロースは食べて
も身体に影響はありませんが、弊会では細断の太さや厚さなどの製造
条件について試行錯誤を重ね、セルロース無添加でもくっつきにくい
商品を開発しました。ナチュラルチーズ100％のコクとうまみをお楽
しみください。
　そして３つ目の「加熱しなくてもそのまま食べられること」につい
て、そのままでも美味しくお召し上がりいただけるよう原料チーズや配合などにこだわり、厳しい出荷
検査をクリアしたものを皆様にお届けしています。サラダなどにそのままかけても良し、ピザやトース
ト、グラタンなどの加熱調理に、パスタやカレー、お好み焼きなどにかけて余熱調理に、幅広い用途で
ご利用いただけます。
おわりに
　弊会酪農部門の職員は皆様と直接お会いしてお話しできる機会もなかなかございませんが、これから
も乳製品を通して皆様と想いを一つに進んでまいりたいと存じます。何卒よろしくお願いいたします。

　

６
月
５
日
放
送
の
笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予

報
「
担
い
手
紹
介
」
の
取
材
に
同
行
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
小
村
拓
矢
さ
ん
（
勝
央

町
）
の
紹
介
で
す
。

　

以
前
は
化
学
メ
ー
カ
ー
で
生
産
技
術
開

発
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
家
の

牧
場
を
継
ぎ
、
今
年
の
７
月
で
３
年
目
を

迎
え
る
そ
う
で
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、

一
つ
一
つ
の
質
問
に
丁
寧
に
答
え
る
姿
が

と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
姿

勢
が
き
っ
と
飼
養
管
理
に
も
反
映
さ
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

　

小
村
さ
ん
に
は
、
無
理
を
お
願
い
し
て

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ダ
ン
ス
も
収
録
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
担
当
か
ら
の
「
無
茶
振

り
」
に
も
快
く
対
応
し
て
く
だ
さ
り
、
大

変
ス
ム
ー
ズ
な
取
材
と
な
り
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
と
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

生
乳
課
）

　

番
組
で
は
、
曜
日
に
よ
り
テ
ー
マ
を
決

め
て
放
送
し
て
い
ま
す
。

・
月
曜
日　

担
い
手
・
Ｊ
Ａ
職
員
紹
介
・

高
校
生
の
紹
介

・
火
曜
日　

農
畜
産
物
の
紹
介

・
水
曜
日　

火
曜
日
に
紹
介
し
た
農
畜
産

物
を
使
っ
た
料
理
の
紹
介
・

栄
養
士
に
よ
る
料
理
・
栄
養

等
の
紹
介

・
木
曜
日　

Ｊ
Ａ
活
動
紹
介
・
市
町
村
の

紹
介

・
金
曜
日　

直
売
所
・
イ
ベ
ン
ト
紹
介

　

搾
乳
等
お
忙
し
い
時
間
帯
の
放
送
に
な

り
ま
す
が
、
ご
都
合
の
つ
く
と
き
は
ぜ
ひ

観
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
取
材
に
も
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
が
や
っ
て
き
た
！

（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
テ
レ
ビ　

月
～
金　

18
時
50
分
よ
り
）

１頭１頭大事に飼っています
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ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

さ
い
だ
い
じ
酪
農
組
合
・

酪
農
政
治
連
盟
備
前
支
部
通
常
総
会

　
「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
（
以
下
、

Ａ
Ｗ
）
と
は
、
動
物
が
生
活
と
そ
の
死
に

関
わ
る
環
境
と
関
連
す
る
動
物
の
身
体
的

及
び
心
理
的
状
態
を
い
う
」
と
定
義
さ
れ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、「
快
適
性
に
配
慮

し
た
家
畜
の
飼
養
管
理
」
が
重
要
と
な
り

ま
す
。

『
適
正
な
飼
養
管
理
』

①
日
々
の
家
畜
の
観
察
や
記
録
、
②
家

畜
の
丁
寧
な
取
り
扱
い
、
③
良
質
な
飼

料
や
水
の
給
与　

等

『
家
畜
の
健
康
の
維
持
』

①
家
畜
の
ス
ト
レ
ス
や
疾
病
の
減
少
、

②
家
畜
の
本
来
持
つ
能
力
の
発
揮

　

こ
れ
ら
Ａ
Ｗ
の
考
え
方
に
対
応
し
た
飼

養
管
理
（
快
適
性
に
配
慮
し
た
家
畜
の
飼

養
管
理
）
を
行
う
こ
と
で
、
家
畜
が
健
康

で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
・
安
全
な
畜

産
物
の
生
産
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、

生
産
者
に
と
っ
て
も
家
畜
の
能
力
を
引
き

出
し
、
治
療
費
等
の
コ
ス
ト
低
減
に
も
な

り
、
生
産
性
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
も
の

と
言
え
ま
す
。
国
際
獣
疫
事
務
局
（
Ｏ
Ｉ

Ｅ
）
は
Ａ
Ｗ
の
指
針
と
し
て
、【
５
つ
の

自
由
】
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｗ
や
各
種
法
令
遵
守
を
履
行
し
、
消

費
者
に
喜
ん
で
飲
ん
で
も
ら
え
る
安
心
・

安
全
な
生
乳
の
出
荷
を
す
る
こ
と
を
心
掛

け
、
今
後
の
酪
農
経
営
に
勤
し
ん
で
い
た

　

６
月
13
日
、「
さ
い
だ
い
じ
酪
農
組
合
・

酪
農
政
治
連
盟
備
前
支
部
」
の
総
会
が
瀬

戸
内
市
牛
窓
町
「
瀬
戸
の
華
」
で
組
合
員

参
加
に
よ
り
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
酪
農
政
治
連
盟
備
前
支
部
の
総

会
が
行
わ
れ
、
山
本
一
司
委
員
長
の
挨

拶
、
来
賓
挨
拶
で
三
宅
県
酪
政
連
委
員
長

の
挨
拶
の
後
、
山
本
委
員
長
の
議
長
の
も

と
第
１
号
議
案
か
ら
第
４
号
議
案
ま
で
審

議
さ
れ
、
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
さ
い
だ
い
じ
酪
農
組
合
の
総

会
に
入
り
、
服
部
千
敏
組
合
長
の
開
会
の

挨
拶
の
後
、
令
和
４
年
度
乳
質
表
彰
が
行

わ
れ
、
最
優
秀
賞
に
草
地
勝
弘
さ
ん
・
寺

見
知
子
さ
ん
の
２
名
と
優
秀
賞
４
名
、
努

力
賞
４
名
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
賞
金
を
そ

れ
ぞ
れ
服
部
組
合
長
よ
り
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
オ
ハ
ヨ
ー
乳
業
㈱　

櫻
井
課

長
、
備
前
県
民
局
畜
産
班
内
田
総
括
副
参

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
５
つ
の
自
由
】
と
は

①
飢
え
、
渇
き
お
よ
び
栄
養
不
良
か

ら
の
自
由

②
恐
怖
お
よ
び
苦
悩
か
ら
の
自
由

③
物
理
的
お
よ
び
熱
の
不
快
か
ら
の

自
由

④
苦
痛
、
障
害
お
よ
び
疾
病
か
ら
の

自
由

⑤
通
常
の
行
動
様
式
を
発
現
す
る
自

由

　

お
か
ら
く
は
、「
動
物
の
愛
護
及
び
管

理
に
関
す
る
法
律
」・「
産
業
動
物
の
飼
養

及
び
保
管
に
関
す
る
法
律
」・「
動
物
の
殺

処
分
方
法
に
関
す
る
指
針
」・「
牛
の
個
体

識
別
の
た
め
の
情
報
の
管
理
及
び
伝
達
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」・「
家
畜
の
伝
染
病

予
防
法
」・「
飼
養
衛
生
管
理
基
準
」等
々
、

各
種
法
令
を
遵
守
し
、
右
記
の
5
つ
の
自

由
を
理
念
と
し
て
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
の
取
り
組
み
を
推
奨
し
ま
す
。

※
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
考
え
方
に

対
応
し
た
乳
用
牛
の
飼
養
管
理
指
針

https://w
w
w
.m
aff.go.jp/j/

chikusan/sinko/pdf/dairy_cattle.
pdf　

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（
事
業
本
部
）

事
、
お
か
や
ま
酪
農
協
檜
尾
専
務
よ
り
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
山
本
一
司
さ
ん
が
議
長

を
務
め
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
４
号
議
案

ま
で
審
議
さ
れ
、全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
同
会
場
に
お
い
て
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
、
関
係
者
一
同
久
し
ぶ
り

に
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。（西

大
寺
事
務
所
）

哺
育
肥
育
組
合
総
会

　

６
月
19
日
、
お
か
ら
く
本
所
に
て
長
恒

組
合
長
に
出
席
い
た
だ
き
、
哺
育
肥
育
組

合
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
に
お
い
て
慎
重
審
議
を
い
た

だ
き
、
実
績
報
告
、
事
業
計
画
、
す
べ
て

の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

厳
し
い
情
勢
に
負
け
な
い
よ
う
、
研
修

会
等
の
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
流
通
課
）
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岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
備
南
支
部
・

び
な
ん
酪
農
組
合
通
常
総
会

　

６
月
16
日
、「
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟

備
南
支
部
・
備
南
酪
農
組
合
通
常
総
会
」

が
浅
口
郡
里
庄
町
「
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山

鴨
方
支
店
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
住
直
人
支
部
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、

岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟　

三
宅
穣
次
委
員

長
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
宗

田
直
樹
議
長
の
進
行
に
よ
り
、
令
和
４
年

度
活
動
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
令
和
５

年
度
運
動
方
針
並
び
に
収
支
予
算（
案
）、

令
和
５
年
度
会
費
徴
収
（
案
）、
規
約
の

改
正
、
役
員
改
選
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
す
べ
て
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

役
員
改
選
に
よ
り
、
新
支
部
長
に
東
山
大

介
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

酪
政
連
備
南
支
部
通
常
総
会
の
終
了

後
、
引
き
続
い
て
、
び
な
ん
酪
農
組
合
通

常
総
会
が
、
三
宅
安
史
組
合
長
の
挨
拶
で

開
会
し
ま
し
た
。
最
初
に
、
令
和
４
年
度

の
良
質
乳
出
荷
者
の
表
彰
が
あ
り
、
表
彰

規
定
に
基
づ
き
最
優
秀
賞
に
三
宅
安
史
さ

ん
、
優
秀
賞
に
早
川
洋
平
さ
ん
、
ま
た
、

努
力
賞
に
㈱
Ｆ
ａ
ｒ
ｍ　

Ｌ
ｕ
ｃ
ｋ

ｙ
ｈ
ｏ
ｎ
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ

れ
、
賞
状
と
賞
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
備
中
県
民
局　

田
邉
裕

司
副
参
事
、
檜
尾
専
務
を
は
じ
め
、

来
賓
の
皆
様
方
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

三
宅
安
史
議
長
の
進
行
に
よ
り
、

第
１
号
議
案
か
ら
第
４
号
議
案
が
審

議
さ
れ
、
す
べ
て
承
認
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

通
常
総
会
終
了
後
、
お
弁
当
を
お

配
り
し
て
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
お
忙
し
い
中
ご
出
席
い

た
だ
き
ま
し
た
ご
来
賓
、
組
合
員
の

皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
備
南
事
務
所
）

●

●

●

ひ

ろ

ば

第
１
問

　

人
間
の
味
覚
に
な
い
の
は
？

Ａ　

辛
さ
を
感
じ
る
味
覚

Ｂ　

苦
さ
を
感
じ
る
味
覚

Ｃ　

酸
っ
ぱ
さ
を
感
じ
る
味
覚

第
２
問

　

子
ど
も
と
大
人
、
ど
ち
ら
の
骨
が
多

い
？

Ａ　

大
人

Ｂ　

子
ど
も

Ｃ　

同
じ

雑
学
ク
イ
ズ
!!

　

　

答
え
は
津
山
事
務
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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事

報

理

会

告

　

令
和
５
年
５
月
30
日
、
第
２
７
１
回
理

事
会
を
理
事
11
名
、
監
事
３
名
が
出
席

し
、
開
催
し
た
。

　

長
恒
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

次
に
令
和
５
年
５
月
８
日
・
９
日
に
実

施
し
た
令
和
４
年
度
に
係
る
監
事
監
査
の

結
果
に
つ
い
て
各
監
事
よ
り
報
告
が
あ
っ

た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
５
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
に

つ
い
て

　

令
和
５
年
度
４
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

○
出
資
減
口
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

減
資
申
し
込
み
が
２
件
あ
り
、
１
件
は

酪
農
中
止
、
１
件
は
哺
育
中
止
に
よ
る
出

資
減
口
の
申
し
込
み
の
た
め
、
や
む
な
く

承
認
し
た
。

○
出
資
配
当

　

令
和
４
年
度
出
資
配
当
率
を
決
定
し
、

総
会
に
諮
る
こ
と
と
し
た
。

○
第
10
回
通
常
総
会
提
出
議
案

　

６
月
26
日
開
催
す
る
第
10
回
総
会
に
お

け
る
提
出
議
案
を
決
定
し
た
。

○
搾
乳
牛
導
入
短
期
資
金
極
度
額
の
見
直

し

　

現
在
設
定
し
て
い
る
搾
乳
牛
導
入
短
期

資
金
極
度
額
に
つ
い
て
更
新
す
る
こ
と
と

し
た
。

○
搾
乳
牛
導
入
資
金
の
長
期
転
化
借
入

　

農
林
中
央
金
庫
よ
り
借
入
し
て
い
る
搾

乳
牛
導
入
短
期
資
金
を
証
書
借
入
金
に
転

化
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

○
令
和
５
年
度
総
会
に
お
け
る
乳
質
改
善

表
彰
等
に
つ
い
て

　

第
10
回
総
会
に
お
い
て
生
涯
乳
量
表
彰

２
名
、
乳
質
表
彰
11
名
を
承
認
し
た
。

○
酪
農
窮
状
に
お
け
る
資
金
支
援
対
策
に

つ
い
て

　

酪
農
窮
状
に
お
け
る
資
金
支
援
対
策
の

内
容
に
つ
い
て
協
議
し
支
援
内
容
を
決
定

し
た
。

○
備
南
事
務
所
へ
の
配
送
委
託
先
の
変
更

に
つ
い
て

　

備
南
事
務
所
管
内
へ
の
飼
料
配
送
業
者

の
変
更
に
つ
い
て
協
議
し
承
認
し
た
。

○
令
和
５
年
度
全
戸
巡
回
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
全
戸
巡
回
に
つ
い
て
協
議

し
、
地
区
会
議
で
の
意
見
交
換
に
重
点
を

置
き
、
全
戸
巡
回
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し

た
。

○
き
び
じ
酪
農
運
輸
４
年
度
決
算
に
つ
い

て

　

き
び
じ
酪
農
運
輸
４
年
度
決
算
の
内
容

に
つ
い
て
確
認
し
た
。

○
報
告
事
項

　

配
合
飼
料
特
別
対
策
金
に
つ
い
て
、
乳

用
牛
検
定
審
査
受
賞
者
表
彰
に
つ
い
て
、

経
営
動
態
調
査
取
り
ま
と
め
状
況
に
つ
い

て
、
永
年
勤
続
表
彰
に
つ
い
て
、
全
酪
連

夏
ギ
フ
ト
拡
売
運
動
へ
の
協
力
に
つ
い

て
、
農
協
法
第
27
条
３
項
等
閲
覧
等
請
求

事
件
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

お
知
ら
せ

人　
　

事

　

第
11
回
臨
時
総
会
を
令
和
５
年
７
月
21

日
㈮
午
前
11
時
か
ら
、
お
か
や
ま
酪
農
協

本
所
３
階
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。

第
１
号
議
案

令
和
４
年
度　

事
業
報
告
、
貸
借
対
照

表
、
損
益
計
算
書
、
注
記
表
及
び
剰
余

金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

令
和
５
年
度
事
業
計
画
の
一
部
修
正
に

つ
い
て

退　

職

（
令
和
５
年
６
月
30
日
付
）

　

粟
井　

哲
子
（
津
山
事
務
所
）

　

早
川　

倫
矢
（
津
山
地
区
ヘ
ル
パ
ー
）

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

13 2023.7月号 2023.7月号

2005.11・12月号 2005.11・12月号



生乳販売量（令和5年度）

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００

9，０００
ｔ

購買取扱数量（令和5年度）生乳販売量（令和4年度） 購買取扱数量（令和4年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
4，5００

5，0００

5，５００

6，0００

6，５００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

５

５
４～５

４～５
５

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

６０７,７７５
１,１９５,２７５

８,４４５
１６,８２３
３４５,５９７

,

２９８,５４９
５７８,９２７
７,９８５
１５,６４４
６２,４６２

１６４,７２３
３２６,１６７

３７２
９５１

１４３,５４７

１４４,５０３
２９０,１８１

８８
２２８

１３９,５８８

95.0 
95.0 
95.9 
96.4 
95.5 

96.0 
95.6 
97.9 
97.5 
95.1 

92.2 
91.4 
70.3 
82.4 
94.9 

96.4 
98.0 
72.7 
90.1 
96.3 

5,301
5,133

8,486

8,842

　

６
月
に
つ
い
て
は
、
出
回
り
が
夏
分
娩
中
心
と
な
り
、
暑
熱
事
故
へ
の
警
戒
感
か

ら
道
内
外
と
も
に
導
入
意
欲
が
減
退
し
、
平
均
価
格
は
税
込
43
万
９
千
円
（
前
月
比

２
万
４
千
円
安
）
と
弱
含
み
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

７
月
に
つ
い
て
は
、
本
格
的
な
暑
熱
期
の
導
入
と
な
り
、
導
入
需
要
は
一
定
の
更
新

需
要
に
留
ま
る
こ
と
か
ら
、相
場
は
弱
保
ち
合
い
で
推
移
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

７月の主な行事
３日　おからくヘルパー利用組合役員会

　　　セントラルジャパン協議会総会

４日　備南改良同志会総会

５日　中国地区酪農政治連盟協議会総会

　　　女性部全体交流会

７日　岡山県酪農政治連盟総会

10日　びほく酪農組合総会

　　　蒜山地区酪農組合総会

11日　岡山全共出品対策委員会

12日　酪友フォーラム（〜14日）

14日　おかやまホルスタイン改良同志会総会

18日　おからくヘルパー利用組合総会

19日　中国地区Ｂ＆Ｗ決算報告会

21日　第11回臨時総会

　　　評議員会

25日　管理職会議

31日　理事会
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